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概要

バサルトファイバーは、直径13μmの繊維。

これを、一次素材として、2次加工商品（布、紐、複合材、筋材、型材

など）が製造できる。

⇒ 建築・土木、自動車、航空、風力発電などの産業分野で

鉄鋼材料の代替材料として需要拡大が広がる

⇒ 玄武岩材料は、軽量・高強度・不銹で、環境にも貢献

⇒ 今後、国内需要が増大し、巨大市場に拡大発展される
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むすびに

• Basalt Fiber事業について紹介した。

• 将来、有望な新素材であるBasaltを世界戦略として普及＆Business Chanceとした
い。

• Blandである《Made in Japan》のBasalt Fiber に、

MIJBC （Made-in-Japan-by-China）として事業化したい。

• 10億円の投資で、500tonを製造する Pilot Plantを設置し、

Basalt Fiberを国産化できる。


